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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームと、
　ネジの締め付けにより前記フレームに固定された第１ブラケットと、
　前記第１ブラケットを前記フレームに固定している前記ネジよりも送り量の小さいネジ
の締め付けにより、前記第１ブラケットに固定された第２ブラケットと、
　ＣＣＤセンサを実装し、前記第１ブラケットを前記フレームに固定している前記ネジよ
りも送り量の小さいネジの締め付けにより、前記第２ブラケットに固定されたＣＣＤ基板
と、
　前記フレームに固定され、前記ＣＣＤセンサに光を収束させるための集光レンズと、
を備え、
　前記第１ブラケット及び前記第２ブラケットは、前記フレームに比べて硬い素材からな
ることを特徴とする縮小光学系の原稿読取装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の原稿読取装置であって、
　前記フレームは樹脂製であり、
　前記第１ブラケット及び前記第２ブラケットは板金からなることを特徴とする原稿読取
装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の原稿読取装置であって、
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　前記第１ブラケットは、前記集光レンズの光軸と平行になるように、前記フレームに固
定され、
　前記第２ブラケットは、前記第１ブラケットの前記光軸と平行な面に取り付けられてい
ることを特徴とする原稿読取装置。
【請求項４】
　請求項１から３までの何れか一項に記載の原稿読取装置であって、
　前記第２ブラケットは、長孔状の挿通孔を介して、前記第１ブラケットに対してネジ止
めされていることを特徴とする原稿読取装置。
【請求項５】
　請求項１から４までの何れか一項に記載の原稿読取装置であって、
　前記集光レンズは、前記第１ブラケットに取り付けられた弾性部材によって、前記フレ
ームに固定されていることを特徴とする原稿読取装置。
【請求項６】
　請求項１から５までの何れか一項に記載の原稿読取装置であって、
　前記第１ブラケットには、前記集光レンズに外乱光が入らないようにするための遮光部
が形成されていることを特徴とする原稿読取装置。
【請求項７】
　請求項１から６までの何れか一項に記載の原稿読取装置であって、
　前記フレーム、前記第１ブラケット、前記第２ブラケット、前記ＣＣＤ基板及び前記集
光レンズは、自動原稿搬送装置の筐体の内部に配置されていることを特徴とする原稿読取
装置。
【請求項８】
　請求項１から６までの何れか一項に記載の原稿読取装置であって、
　前記フレーム、前記第１ブラケット、前記第２ブラケット、前記ＣＣＤ基板及び前記集
光レンズは、フラットベッド方式の読取部に配置されていることを特徴とする原稿読取装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿読取装置に関する。詳細には、縮小光学系の原稿読取装置においてＣＣ
Ｄ基板等を固定するための構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、縮小光学系と呼ばれる読取方式を採用した原稿読取装置が知られている。こ
の種の原稿読取装置においては、組立作業時などに、レンズからの光がＣＣＤ（電荷結合
素子）上に適切に結像されるようにＣＣＤ基板の位置合せ作業が行われる。この作業は数
十ミクロン程度の精度が要求されるデリケートな作業であるため、その作業効率は、ＣＣ
Ｄ基板の固定構造によって大きく影響を受ける。
【０００３】
　この点に関し、特許文献１は、ＣＣＤ基板を取り付けるためのブロックと、位置決めを
するための複数の締結具と、当該締結具を押圧するための弾性部材とを備えた画像読取装
置を開示する。上記特許文献１は、この構成によりＣＣＤ基板の位置調整が容易になると
する。
【特許文献１】特開平１１－２０５５３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の構成は、ブロック及び弾性部材などを備えているためにＣＣＤ基
板の固定構造が複雑となり、加工が難しくなるとともにコストの面でも不利である。また
、各締結具の固定に弾性部材の押圧力を用いているため、ネジによって直接締め付ける場
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合などと比較した場合、十分な固定力が発揮されない場合があると考えられる。
【０００５】
　一方、ＣＣＤ基板の固定構造を簡素な構成とするため、特許文献１のように複雑な固定
構造は用いずに、ＣＣＤ基板及びブラケットを画像読取装置が備えるフレームに対して直
接ネジ止めにより取り付ける方法も知られている。この場合、例えばブラケットとフレー
ムの間にシムを挟み、シムの枚数によって位置決めを行う。しかしこの方法では、位置決
め作業をやり直す際にネジを外してシムの枚数を変更する必要があるため、作業が煩雑で
ある。
【０００６】
　また、前記のようにＣＣＤ基板を直接フレームにネジ止めする構成とすると、フレーム
の材質によっては、ネジの固定力を確保するためにネジ山のピッチ（送り量）が大きいネ
ジを使用せざるを得ない場合がある。この場合、ＣＣＤ基板を固定する際の微調整が難し
くなり、作業性が悪くなってしまう。特に、送り量の大きいネジを使用すると基板の位置
決めが終わった後に本締めを行う際にズレが生じ易く、作業のやり直しが必要になる場合
もあり、効率が悪いという問題があった。
【０００７】
　本願発明は以上の事情に鑑みてされたものであり、その主要な目的は、簡単に構成でき
るとともに、ＣＣＤ基板の位置決めが行い易いＣＣＤ基板の固定構造を備えた原稿読取装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段及び効果】
【０００８】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段とその効果を説明する。
【０００９】
　本発明の観点によれば、以下の構成の縮小光学系の原稿読取装置が提供される。即ち、
この原稿読取装置は、フレームと、第１ブラケットと、第２ブラケットと、ＣＣＤ基板と
、集光レンズと、を備える。前記第１ブラケットは、ネジの締め付けにより、前記フレー
ムに固定される。前記第２ブラケットは、前記第１ブラケットを前記フレームに固定して
いる前記ネジよりも送り量の小さいネジの締め付けにより、前記第１ブラケットに固定さ
れる。前記ＣＣＤ基板は、ＣＣＤセンサを実装し、前記第１ブラケットを前記フレームに
固定している前記ネジよりも送り量の小さいネジの締め付けにより、前記第２ブラケット
に固定される。前記集光レンズは、前記フレームに固定され、前記ＣＣＤセンサに光を収
束させる。前記第１ブラケット及び前記第２ブラケットは、前記フレームに比べて硬い素
材からなる。
【００１０】
　これにより、簡単な構成の固定構造により、ＣＣＤ基板をフレームに対して固定するこ
とができる。また、ネジによって直接締め付けるので、十分な固定力でＣＣＤ基板を固定
することができる。また、ブラケットがフレームよりも硬い素材からなることにより、フ
レームにネジ止めする場合と比べてネジのピッチを細かくすることができる。従って、Ｃ
ＣＤ基板をフレームに対して直接ネジ止めする場合と比べて、送り量の小さいネジを用い
ることができるため、当該ＣＣＤ基板の固定時の位置ズレを抑制できる。これにより、Ｃ
ＣＤ基板の位置合せが容易になり、生産性が向上する。
【００１１】
　前記の原稿読取装置においては、前記フレームは樹脂製であり、前記第１ブラケット及
び前記第２ブラケットは板金からなることが好ましい。
【００１２】
　即ち、一般的にフレームは成型を容易等にするために樹脂製とされることが多いが、樹
脂の性質上、送り量の小さいネジを用いることは難しい。この点、上記の構成により、樹
脂製のフレームに対して金属製のブラケットを介してＣＣＤ基板を固定できるので、樹脂
製のフレームに対して直接ネジ止めする場合と比べて送り量の小さいネジを用いることが
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でき、固定時の位置ズレを抑制できる。これにより、ＣＣＤ基板の位置合せが容易になり
、生産性が向上する。また、ブラケットが板金からなるため、複雑な構成の固定具に比べ
て加工が容易であり、コストも低く抑えることができる。また、例えば樹脂フレームに雌
ネジ部をインサート成形するなど、送り量の小さいネジを用いるために樹脂性フレームに
金属部材等を埋め込む必要が無いため、分離性が良くリサイクルの観点からも好適である
。
【００１３】
　前記の原稿読取装置においては、前記第１ブラケットは、前記集光レンズの光軸と平行
になるように取り付けられ、前記第２ブラケットは前記第１ブラケットの前記光軸と平行
な面に取り付けられていることが好ましい。
【００１４】
　これにより、第１ブラケットの面を利用して第２ブラケットの向きを拘束し、これによ
りＣＣＤの向きを光軸に対して一定に保つことができる。この結果、ＣＣＤの位置決めを
精度良く行うことができる。
【００１５】
　前記の原稿読取装置において、前記第２ブラケットは、長孔状の挿通孔を介して前記第
１ブラケットに対してネジ止めされていることが好ましい。
【００１６】
　これにより、第２ブラケットの位置を長孔の範囲でズラすことができるので、位置の調
整が可能になる。また、第２ブラケットを長孔の長手方向に移動可能とする一方、前記長
孔の長手方向に垂直な方向の移動を規制できるので、位置決めが容易になる。
【００１７】
　前記の原稿読取装置においては、前記集光レンズは、前記第１ブラケットに取り付けら
れた弾性部材によって、前記フレームに固定されていることが好ましい。
【００１８】
　これにより、例えば剛体によって集光レンズを押圧して固定する場合に比べて、当該集
光レンズに無理な力が掛からないので、集光レンズの歪みを抑制することができる。また
、第１ブラケットを第２ブラケットの固定だけでなく集光レンズの固定にも用いることが
できるので、構成が簡素になる。
【００１９】
　前記の原稿読取装置においては、前記第１ブラケットには、前記集光レンズに外乱光が
入らないようにするための遮光部が形成されていることが好ましい。
【００２０】
　これにより、簡単な構成で、外乱光の影響を防止して画像の読取品質を向上させること
ができる。
【００２１】
　前記の原稿読取装置においては、前記フレーム、前記第１ブラケット、前記第２ブラケ
ット、前記ＣＣＤ基板及び前記集光レンズは、自動原稿搬送装置の筐体の内部に配置され
るように構成することができる。
【００２２】
　これにより、自動原稿搬送装置内のフレームに対してＣＣＤ基板を精度良く固定するこ
とができ、画質の向上を実現できる。
【００２３】
　前記の原稿読取装置においては、前記フレーム、前記第１ブラケット、前記第２ブラケ
ット、前記ＣＣＤ基板及び前記集光レンズは、フラットベッド方式の読取部に配置される
ように構成することができる。
【００２４】
　これにより、フラットベッド方式の読取部が備えるフレームに対してＣＣＤ基板を精度
良く固定することができ、画質の向上を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２５】
　以下、本発明の好適な実施形態について図面を参照しながら説明する。図１は本発明の
一実施形態に係る原稿読取装置としてのイメージスキャナ装置１０を含むコピーファクシ
ミリ複合機（複合機）２０の外観斜視図である。図２はイメージスキャナ装置１０の正面
断面図である。
【００２６】
　図１に示すように、コピーファクシミリ複合機２０は、ブックスキャナ及びオートドキ
ュメントフィードスキャナとして機能するイメージスキャナ装置１０を備える。また、複
合機２０は、コピー部数、ファクシミリ送信先及び原稿読取等を指示するための操作パネ
ル７７と、記録媒体としての用紙に画像を形成する画像形成部等を内蔵した本体７８と、
前記用紙を順次供給する給紙カセット７９と、を備えている。前記本体７８は、通信回線
を介して画像データを伝送するための図略の送受信部を備える。
【００２７】
　前記複合機２０が備えるイメージスキャナ装置１０は、図２に示すように、プラテンガ
ラス２２と原稿台カバー２１とを備えている。この原稿台カバー２１には自動原稿搬送装
置（オートドキュメントフィーダ、ＡＤＦ）２５が備えられている。また、イメージスキ
ャナ装置１０は、原稿の画像を読み取るための第１スキャナユニット５０及び第２スキャ
ナユニット６０を備えている。これら第１スキャナユニット５０及び第２スキャナユニッ
ト６０は、何れも縮小光学系のスキャナユニットとして構成されている。
【００２８】
　このイメージスキャナ装置１０をオートドキュメントフィードスキャナとして使用する
場合は、前記ＡＤＦ２５によって原稿を１枚ずつ搬送する。そして、原稿の表側の面（第
１面）の画像は第１スキャナユニット５０によって読み取られ、裏側の面（第２面）の画
像は第２スキャナユニット６０によって読み取られる。
【００２９】
　一方、イメージスキャナ装置１０をブックスキャナとして使用する場合は、読み取るべ
きブック原稿をユーザがプラテンガラス２２上に載置して、その上から原稿台カバー２１
によって押圧し、ブック原稿が動かないように固定する。この状態で、フラットベッド方
式により第１スキャナユニット５０によって原稿の画像を読み取ることができるようにな
っている。
【００３０】
　図２に示すように、前記原稿台カバー２１が備えるＡＤＦ２５は、原稿台カバー２１の
上部に設けられた原稿トレイ２３と、この原稿トレイ２３の下方に設けられた排出トレイ
２４と、を備える。
【００３１】
　図２に示すように、前記原稿台カバー２１の内部には、原稿トレイ２３と排出トレイ２
４とを繋ぐ湾曲状の原稿搬送経路３０が構成されている。この構成で、原稿トレイ２３に
重ねてセットされた原稿は、１枚ずつ分離されて湾曲状の前記原稿搬送経路３０に沿って
搬送され、排出トレイ２４へ排出される。原稿の読取の開始等の指示は、図１に示す操作
パネル７７によって行うことができる。
【００３２】
　次に、原稿搬送経路３０に沿って、ＡＤＦ２５の各部の構成を詳細に説明する。
【００３３】
　図２に示すように、原稿トレイ２３から原稿搬送経路３０に原稿が供給される箇所には
ピックアップローラ３１が配置されている。このピックアップローラ３１の下流側には分
離ローラ３２が備えられ、この分離ローラ３２に対向して対向ローラ３７が配置されてい
る。ピックアップローラ３１は原稿トレイ２３上の最上層の原稿を繰り込み、下流の分離
ローラ３２へ向かって搬送する。分離ローラ３２は、原稿を対向ローラ３７との間でニッ
プしながら駆動することで、原稿を１枚ずつ分離し、更に下流側へ搬送する。
【００３４】
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　分離ローラ３２の下流側には、レジストローラ３９と、このレジストローラ３９と対に
なる対向ローラと、が配置されている。レジストローラ３９は前記対向ローラとともに、
分離ローラ３２によって搬送されてくる原稿の先頭側を一時的に止めて弛ませ、所定時間
後に弛みを除去しつつ下流側に搬送する。これにより、原稿の斜行が矯正される。
【００３５】
　レジストローラ３９の下流側には、複数の搬送ローラ３３，３４，３５が設けられる。
また、この搬送ローラ３３，３４，３５のそれぞれに対向するようにローラが配置されて
いる。前記レジストローラ３９の駆動によって下流側へ搬送された原稿は、搬送ローラ３
３，３４，３５とそれらに対向するローラとによりニップされて、更に下流側へ搬送され
る。
【００３６】
　２つの搬送ローラ３４，３５の間には第１原稿読取位置８０が設定されており、この第
１原稿読取位置８０を通過する原稿は、以下に説明する第１スキャナユニット５０によっ
て走査され、読み取られる。なお、この第１原稿読取位置８０にはプラテンローラ２９が
配置されている。
【００３７】
　第１スキャナユニット５０について説明する。この第１スキャナユニット５０は本体７
８側に設置されるとともに、ＡＤＦ２５及びプラテンガラス２２の下方に配置されている
。また、この第１スキャナユニット５０は、光源５１と、反射ミラー５２，５３，５４と
、集光レンズ５５と、ＣＣＤセンサ５６と、を備えている。なお、以下の説明では、ＣＣ
Ｄセンサを単にＣＣＤと略称する場合がある。
【００３８】
　このＣＣＤ５６は、樹脂製の本体側フレーム７６に対して、第１ブラケット１４、第２
ブラケット１５を介して固定されている。光源５１は前記ＡＤＦ２５の前記第１原稿読取
位置８０（又はプラテンガラス２２）に対して光を照射し、反射ミラー５２，５３，５４
は原稿からの反射光を反射させる。そしてこの反射光を集光レンズ５５で収束させて、こ
の収束光がＣＣＤ５６の部分で結像するように構成されている。
【００３９】
　第１スキャナユニット５０の光源５１及び反射ミラー５２等は移動可能に構成されてい
る。前述したようにイメージスキャナ装置１０をブックスキャナとして使用する場合は、
第１スキャナユニット５０の光源５１及び反射ミラー５２等をプラテンガラス２２に沿っ
て移動させる。これによって、プラテンガラス２２上に載置された原稿を読み取ることが
できるようになっている。
【００４０】
　イメージスキャナ装置１０をオートドキュメントフィードスキャナとして使用する場合
（ＡＤＦ２５を用いて原稿を読み取る場合）について説明する。この場合、光源５１及び
反射ミラー５２等は、図２に示すように、前記第１原稿読取位置８０に対向する位置まで
移動させて静止させておく。この状態でＡＤＦ２５を駆動することにより、原稿搬送経路
３０を搬送されて第１原稿読取位置８０を通過する原稿の表側の面を、第１スキャナユニ
ット５０が走査して読み取ることができる。
【００４１】
　第１スキャナユニット５０において、原稿からの反射光は前述のとおりＣＣＤ５６へ導
かれて結像し、ＣＣＤ５６は原稿の画像情報に応じた電気信号を出力する。この信号は適
宜変換処理され、複合機２０が備える画像形成部に送信される。そして、この送信された
画像情報が画像形成部によって記録媒体としての用紙に転写されることで、複合機２０の
コピー機能等が実現される。
【００４２】
　原稿搬送経路３０において、前記第１原稿読取位置８０の下流側（搬送ローラ３５の下
流側）には第２原稿読取位置９０が設定されている。この第２原稿読取位置９０を通過す
る原稿の裏面は、次に説明する第２スキャナユニット６０によって走査されて読み取られ
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る。
【００４３】
　第２スキャナユニット６０について説明する。この第２スキャナユニット６０は、内部
の光学系を構成する部品等を保持する樹脂製のスキャナフレーム（フレーム）１２を備え
ている。このスキャナフレーム１２は、第２スキャナユニット６０の構成部品の外側を覆
うように構成されている。
【００４４】
　また、このスキャナフレーム１２の下側であって排出トレイ２４側の一部は開放可能に
構成されている。この開放部は、通常時においては蓋部１３で覆われており、これによっ
て第２スキャナユニット６０が密閉状態に保たれている。
【００４５】
　スキャナフレーム１２の底部には、原稿の裏面を読み取るための読取ガラス４２が備え
られる。この読取ガラス４２は、前記第２原稿読取位置９０に対応する位置に配置される
。また、ＡＤＦ２５本体側に備えられた排出ローラ３６と対向する位置において、前記ス
キャナフレーム１２には対向排出ローラ４０が備えられている。
【００４６】
　スキャナフレーム１２の内部には、第２スキャナユニット６０の構成部品が配置される
。この第２スキャナユニット６０は前記第１スキャナユニット５０と同様に、光源６１と
、反射ミラー６２，６３，６４，６５と、集光レンズ６７と、ＣＣＤ５７と、を備えてい
る。
【００４７】
　このＣＣＤ５７は、第１スキャナユニット５０のＣＣＤ５６と同様に、樹脂製のスキャ
ナフレーム１２に対して第１ブラケット１７、第２ブラケット１８を介して固定されてい
る。
【００４８】
　前記光源６１は前記読取ガラス４２を介して第２原稿読取位置９０に光を照射し、原稿
からの反射光は反射ミラー６２，６３，６４，６５によって反射し、更に集光レンズ６７
で収束してＣＣＤ５７の部分に結像する。ＣＣＤ５７は、第１スキャナユニット５０にお
けるＣＣＤ５６と同様に、原稿の画像情報に応じた電気信号を出力する。この信号も適宜
変換処理され、複合機２０が備える画像形成部に送信される。
【００４９】
　また、スキャナフレーム１２の第２原稿読取位置９０（前記読取ガラス４２）に対向す
るように、プラテンローラ３８がＡＤＦ２５本体部分に配置されている。この構成で、前
記搬送ローラ３５により搬送された原稿がプラテンローラ３８の部分に差し掛かると、当
該原稿はプラテンローラ３８により搬送されながらその裏側の面が走査されて読み取られ
る。
【００５０】
　以上のようにして２つの原稿読取位置で表裏両面の内容を読み取られた原稿は、排出ロ
ーラ３６によって搬送され、排出トレイ２４へ排出される。このようにして、原稿搬送経
路３０に原稿を１回通過させるだけで両面読取が可能な構成の、いわゆるワンパス方式の
ＡＤＦ２５が構成されている。
【００５１】
　次に、第２スキャナユニット６０におけるＣＣＤ５７と集光レンズ６７の固定方法につ
いて、図３を参照して説明する。図３は、蓋部１３を取り外した状態の第２スキャナユニ
ット６０の斜視図である。なお、図３においては、蓋部１３を取り外して下側が開放され
た第２スキャナユニット６０の内部をより良く示すために、第２スキャナユニット６０は
上下を逆にした状態で描かれている。
【００５２】
　図３に示すように、スキャナフレーム１２の内部には、集光レンズ６７と、ＣＣＤ５７
と、ＣＣＤ５７を搭載したＣＣＤ基板５８と、が配置されている。なお、図３においてＣ
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ＣＤ５７はＣＣＤ基板５８の紙面向かって奥側の面に搭載されているので、破線で示して
いる。また、図２で説明したように、スキャナフレーム１２の内部には光源６１及び反射
ミラー６２，６３，６４，６５も配置されているが、図３では図示していない。
【００５３】
　樹脂製のスキャナフレーム１２は、これと一体成形された樹脂製の固定ブロック１２１
を備える。この固定ブロック１２１上に、板金によりなる第１ブラケット１７が、例えば
セルフタップネジ４３によって締め付けられることにより固定されている。
【００５４】
　この第１ブラケット１７上に、同じく板金によりなる第２ブラケット１８が調整ネジ４
４によって締め付けられることにより固定されている。この調整ネジ４４は、第２ブラケ
ット１８の位置決めを正確なものとするため、ネジの送り量の小さいネジ（例えばＪＩＳ
規格のＭ３ネジなど）を用いている。なお、この点、第１ブラケット１７をスキャナフレ
ーム１２に固定するネジは位置の調整に関係しないので、送り量の大きいネジ（前記セル
フタップネジ４３）を用いている。比較的軟らかい素材（樹脂）であるスキャナフレーム
１２に対するネジ止めの場合、セルフタップネジ４３のようにネジ山のピッチが大きいネ
ジを用いることが、第１ブラケット１７の固定のために強力に締め付けてもネジ穴が破壊
されにくい点で有利である。
【００５５】
　更に、この第２ブラケット１８に対して、ＣＣＤ基板５８が調整ネジ４５によって締め
付けられることにより固定されている。この調整ネジ４５も、ＣＣＤ基板５８の位置決め
を正確なものとするため、ネジの送り量の小さいネジ（例えばＭ３ネジなど）を用いてい
る。
【００５６】
　上記のような構成により、ＣＣＤ５７をスキャナフレーム１２上に固定することができ
る。
【００５７】
　また、第１ブラケット１７には、平板状の板バネ（弾性部材）１９が調整ネジ４６によ
ってネジ止めされている。この板バネ１９は前記集光レンズ６７を固定ブロック１２１に
対して押圧するように構成されており、これにより集光レンズ６７が固定されている。こ
のように板バネ１９の弾性力を用いて押圧する構成とすることにより、確実に集光レンズ
６７を固定するとともに、押圧する際の応力を一部に集中させずに分散させることができ
るので、集光レンズ６７の歪みを防止することができる。
【００５８】
　次に、ＣＣＤ５７と集光レンズ６７の詳細な固定方法について、図４を参照して説明す
る。図４は、ＣＣＤ基板５８をスキャナフレーム１２に取り付ける構成を示す分解組立斜
視図である。なお、この図４においても図３と同様に、スキャナフレーム１２及びそれに
対する各部品の取付方向等が上下を逆にして描かれている。
【００５９】
　図４に示すように、スキャナフレーム１２上に形成された固定ブロック１２１には、レ
ンズ受け部１２２が形成されている。このレンズ受け部１２２は、複数の平坦な内壁面が
相互に接続された多面状の凹部として形成されており、この内壁面が集光レンズ６７の外
周面に接触可能に構成されている。
【００６０】
　また、固定ブロック１２１には、集光レンズ６７の光軸と平行になるようにブラケット
取付面１２３が形成されている。このブラケット取付面１２３に第１ブラケット１７を取
り付けることにより、第１ブラケット１７、及び当該第１ブラケット１７に固定される第
２ブラケット１８を、光軸に対して平行に固定することができる。
【００６１】
　第１ブラケット１７には、調整ネジ４４，４６を図中の２点鎖線の矢印のように螺着さ
せて固定できるように、予め適切なネジ孔が形成されている。
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【００６２】
　また第１ブラケット１７は、その一部が集光レンズ６７の光軸に直交するように折り曲
げられている。この折曲げ部分には、前記集光レンズ６７に入射する光を通過させる矩形
状の貫通孔（光通過部）１７０が形成されている。また、前記貫通孔１７０の周囲の部分
は、光を遮るための遮光部１７１とされている。この遮光部１７１は、集光レンズ６７へ
の外乱光の入射を規制するためのものであり、いわば機械的なシェーディング補正部とし
て機能する。また、この折曲げ部が形成されることで第１ブラケット１７の剛性が向上す
るので、ＣＣＤ基板５８の位置決め精度が良好になる。
【００６３】
　更に、第１ブラケット１７には、レンズ受け部１２２に対応する位置にレンズ収納孔１
７２が形成されている。このレンズ収納孔１７２の内部に集光レンズ６７を配置し、図４
の紙面上側の板バネ１９と、下側のレンズ受け部１２２とで挟み込むようにして、集光レ
ンズ６７を固定できるように構成されている。
【００６４】
　第２ブラケット１８には、一部が適宜折り曲げられることにより、その表面が集光レン
ズ６７の光軸に直交するように構成された基板取付面１８２が形成されている。またこの
基板取付面１８２には、調整ネジ４５を図中の２点鎖線の矢印のように螺着させて固定で
きるように、予め適切なネジ孔が形成されている。この基板取付面１８２にＣＣＤ基板５
８をネジ止めすることにより、ＣＣＤ５７を光軸に対して直交させるように適切に配置す
ることができる。
【００６５】
　第２ブラケット１８には、第１ブラケット１７に対して固定するための調整ネジ４４を
挿通させる長孔１８１が形成されている。この長孔１８１は、集光レンズ６７の光軸に対
して平行な方向に細長く形成されている。従って、第２ブラケット１８を第１ブラケット
１７に取り付けるとき等に、調整ネジ４４を緩めることにより、第２ブラケット１８を集
光レンズ６７に対して近づく方向又は遠ざかる方向に移動させることができる。
【００６６】
　これにより、第２ブラケットに取り付けられたＣＣＤ基板５８上に搭載されているＣＣ
Ｄ５７の、ピント調整を行うことができる。また、長孔１８１及び調整ネジ４４によって
前記光軸に対して直交する方向に第２ブラケット１８が動くことが規制されているので、
ピント調節作業時にＣＣＤ５７が不必要な方向に動くことが無い。これにより、ピント調
整作業を容易に行うことができる。
【００６７】
　ＣＣＤ基板５８には、第２ブラケット１８に対して固定するための調整ネジ４５を挿通
させる調節孔５８１が形成されている。この調節孔５８１は、調整ネジ４５のネジ部の外
径に対して若干大きい径で形成された丸孔として構成されており、所定の遊びが形成され
ている。従って、ＣＣＤ基板５８を第２ブラケット１８に取り付けるとき等に、調整ネジ
４５を緩めることにより、集光レンズ６７の光軸に対して直交する平面上でＣＣＤ基板５
８を上記遊びの分だけ移動させることができる。これにより、ＣＣＤ基板５８上に搭載さ
れているＣＣＤ５７の、主走査方向及び副走査方向の位置決めを行うことができる。
【００６８】
　以上に説明したように、本実施形態のイメージスキャナ装置１０は、縮小光学系の第２
スキャナユニット６０の部分において、スキャナフレーム１２と、第１ブラケット１７と
、第２ブラケット１８と、ＣＣＤ基板５８と、集光レンズ６７と、を備えている。第１ブ
ラケット１７は、スキャナフレーム１２に固定されている。第２ブラケット１８は、第１
ブラケット１７にネジ止めされている。ＣＣＤ基板５８は、ＣＣＤ５７を実装し、第２ブ
ラケット１８にネジ止めされている。集光レンズ６７は、ＣＣＤ５７に光を収束させる。
そして、第１ブラケット１７及び第２ブラケット１８は、スキャナフレーム１２（樹脂製
）よりも硬い板金（即ち金属製）によって構成されている。
【００６９】
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　これにより、樹脂製のスキャナフレーム１２に対して金属製のブラケットを介してＣＣ
Ｄ基板５８を固定できるので、送り量の小さい調整ネジ４４，４５を用いることができ、
固定時の位置ズレを抑制できる。これにより、ＣＣＤ基板５８の位置合せが容易になり、
生産性が向上する。また、ブラケットが板金からなるため、複雑な構成の固定具に比べて
加工が容易であり、コストも低く抑えることができる。また、ネジの締付けにより固定す
る構成であるため、十分な固定力を得ることができる。更に、スキャナフレーム１２に雌
ネジ部をインサート成形する必要が無いため、リサイクルの観点からも好適である。
【００７０】
　また、本実施形態のイメージスキャナ装置１０においては、第１ブラケット１７は光軸
と平行になるように取り付けられ、第２ブラケット１８は第１ブラケット１７の前記光軸
と平行な面に取り付けられている。
【００７１】
　これにより、第１ブラケット１７の面を利用して第２ブラケット１８の向きを拘束し、
これによりＣＣＤ５７の向きを光軸に対して一定に保つことができる。この結果、ＣＣＤ
５７の位置決めを精度よく行うことができる。
【００７２】
　また、本実施形態のイメージスキャナ装置１０においては、第１ブラケット１７と第２
ブラケット１８が長孔１８１を介してネジ止めされている。
【００７３】
　これにより、第２ブラケット１８の位置を長孔１８１の範囲でズラすことができるので
、位置の調整が可能になる。また、第２ブラケット１８を長孔１８１の長手方向に移動可
能とする一方、長孔１８１の長手方向と垂直な方向の移動を規制できるので、位置決めが
容易になる。
【００７４】
　また、本実施形態のイメージスキャナ装置１０においては、集光レンズ６７は、第１ブ
ラケット１７に取り付けられた板バネ１９によって固定されている。
【００７５】
　これにより、例えば剛体によって集光レンズ６７を押圧して固定する場合に比べて、当
該集光レンズ６７に無理な力が掛からないので、集光レンズ６７の歪みを抑制することが
できる。また、第１ブラケット１７を第２ブラケット１８の固定だけでなく集光レンズ６
７の固定にも用いることができるので、構成が簡素になる。
【００７６】
　また、本実施形態のイメージスキャナ装置１０においては、第１ブラケット１７には、
集光レンズ６７に外乱光が入らないようにするための遮光部１７１が形成されている。
【００７７】
　これにより、簡単な構成で、外乱光の影響を防止して画像の読取品質を向上させること
ができる。
【００７８】
　また、本実施形態のイメージスキャナ装置１０においては、第２スキャナユニット６０
のスキャナフレーム１２、第１ブラケット１７、第２ブラケット１８、ＣＣＤ５７及び集
光レンズ６７は、ＡＤＦ２５の筐体の内部に配置されている。
【００７９】
　これにより、ＡＤＦ２５の筐体の内部のスキャナフレーム１２に対してＣＣＤ基板５８
を精度良く固定することができ、画質の向上を実現できる。
【００８０】
　なお、図３及び図４の構成はＡＤＦ２５内にある第２スキャナユニット６０についての
ものであるが、本実施形態では、前記第１スキャナユニット５０においても、上記の説明
と同様に２つの板金製のブラケットを介してＣＣＤ５６を固定している。具体的には、第
１スキャナユニット５０に備えられた前記本体側フレーム７６に第１ブラケット１４を固
定し、この第１ブラケット１４に第２ブラケット１５をネジ止めしている。そして、ＣＣ
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Ｄ５６を実装したＣＣＤ基板は前記第２ブラケット１５にネジ止めされている。
【００８１】
　このように、第１スキャナユニット５０及び第２スキャナユニット６０内においてＣＣ
Ｄを固定するための構成を同一とすることにより、部品を共通化してコストを削減するこ
とができる。
【００８２】
　以上に説明したように、本実施形態のイメージスキャナ装置１０においては、本体側フ
レーム７６、第１ブラケット１４、第２ブラケット１５、ＣＣＤ５６及び集光レンズ５５
は、フラットベッド方式の第１スキャナユニット５０に配置されている。
【００８３】
　これにより、フラットベッド方式の第１スキャナユニット５０が備える本体側フレーム
７６に対してＣＣＤ基板を精度良く固定することができ、画質の向上を実現できる。
【００８４】
　以上に本発明の好適な実施形態について説明したが、上記の構成は例えば以下のように
変更することができる。
【００８５】
　前記遮光部１７１は省略することができる。また、遮光部１７１を第１ブラケット１７
に一体的に形成する構成に代えて、第１ブラケット１７とは別の部材に形成することもで
きる。ただし、簡単な構成で外乱光の影響を防止する観点からは、第１ブラケット１７に
遮光部１７１を形成することが好ましい。
【００８６】
　固定ブロック１２１に対して第１ブラケット１７を固定する方法はセルフタップネジ４
３に限らず、例えば接着剤で固定しても良い。第１ブラケット１７はＣＣＤ基板の位置合
せの際に移動させる必要が無いためである。ただし、リサイクル性を向上させるという観
点からは、ネジ止めとしてスキャナフレーム１２から容易に分離可能とすることが好まし
い。
【００８７】
　第１スキャナユニット５０と第２スキャナユニット６０では、異なる形状のブラケット
を用いても良い。ただし部品を共通化してコストを抑える観点からは、同じ形状のブラケ
ットを用いることが好ましい。
【００８８】
　また、上記の実施形態では第１ブラケット及び第２ブラケットは板金（金属製）とした
が、この構成に限られない。即ち、第１ブラケット及び第２ブラケットがフレームに比べ
て硬い素材によって形成されていれば、フレームに直接ネジ止めする場合と比べて送り量
が小さいネジを用いることが可能である。従って、例えばフレームを構成する樹脂に比べ
て硬い硬質樹脂などによって第１及び第２ブラケットを構成しても良い。
【００８９】
　前記コピーファクシミリ複合機２０に代えて、例えば、コピー機、ファクシミリ装置等
にも、上記実施形態のイメージスキャナ装置１０を適用することができる。
【００９０】
　上記実施形態ではイメージスキャナ装置１０は複合機２０の一部として備えられている
が、この構成に代えて、単体のイメージスキャナ装置として構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明の一実施形態に係るコピーファクシミリ複合機の様子を示した外観斜視図
。
【図２】本実施形態のイメージスキャナ装置の構成を示した正面断面図。
【図３】第２スキャナユニット内部の様子を示した斜視図。
【図４】ＣＣＤ基板をスキャナフレームに取り付ける構成を示す分解組立斜視図。
【符号の説明】
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【００９２】
　１０　イメージスキャナ装置
　１２　スキャナフレーム（フレーム）
　１７　第１ブラケット
　１８　第２ブラケット
　１９　板バネ（弾性部材）
　２０　コピーファクシミリ複合機
　２５　自動原稿搬送装置
　５０　第１スキャナユニット
　５７　ＣＣＤ（ＣＣＤセンサ）
　５８　ＣＣＤ基板
　６０　第２スキャナユニット
　６７　集光レンズ

【図１】 【図２】



(13) JP 4807672 B2 2011.11.2

【図３】 【図４】



(14) JP 4807672 B2 2011.11.2

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－２３７９２４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平６－１６７６４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２０５５３１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　１／０４　　　　　　－　　１／２０７
              Ｇ０３Ｂ　２７／５０
              Ｈ０４Ｎ　　１／０２４　　　　　－　　１／０３６


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

